





























































































































「SUICA: Supper Urban Intelligent CArd」（西日本では
「ICOCA：IC Operating CArd」）が、有名である。この無
線チップによって人や物を識別・管理する自動認識技術を















HICA(Hosei Intelligent Card)と命名した（図5）。 
 









































































 今回の実験は 3 教室に受講生が分散していたことから
それぞれの教室にHICAのために要員を配置せねばならな
く、出席管理システムとして使用するのは、更なる検討が
必要である。 
 
6．後期の実験について 
 2006年10月から新しく「教育学術情報ネットワークシ
ステム（net2006）」が稼動し、遠隔教育の機器も更新され
環境も大きく変わった（図12）。 
 
図12 新しい遠隔教室 
 
 SSI講座として2科目開講され、教室も2つの拠点で行
われた。 
 
6.1 入室状況 
 実施された2科目の入室状況を前期同様、累積入室人数
を時間軸でプロットした（図13、図14）。 
図13 「アスリート育成指導法（育成）」の累積入室人数 
 
図14「スポーツ医学Ⅰ（医学）」の累積入室人数 
 
十数回の授業では出席率もよく、前期よりも早期入室が
促進された。その要因の１つとして後期では遠隔教室が整
備されたことが考えられる。上述のグラフから「医学」が
「育成」に比べて傾きがなだらかな傾向になっている。こ
れは「育成」が2時限に配置された科目に対して「医学」
は1時限の科目であり、全体的に出足も遅く、出席率にも
バラツキがある。さらに、入室の状況を分析するために、
90分授業で授業開始後20分経過の入室人数の状況を調べ
てみた（図15、図16）。 
[育成]では20分後にはほぼ9割が入室しているのに対し
て「医学」は7割弱と入室している学生の割合は低い。こ
れも1時限科目の宿命を垣間見る思いがする。後期のこの
2 科目とも市ヶ谷キャンパスからの配信だが受信する側
の多摩キャンパスより入室状況が低い。このことから、SSI
講座では受信する側の教室が受講しにくいとは言えない
ようだ。 
 
 
図15「育成」授業開始20分後の入室割合 
 
図16「医学」授業開始20分後の入室割合 
 
7．終わりに 
 遠隔教育での在席を確認する目的にICタグを用いて、
実験を行った。カード化してリーダーで読み取るという手
軽な方法であるが、IC タグが遠隔授業の在席管理にて有
効に使えることが実証できた。また、収集したデータから
SSI講座の入室状況も把握できた。 
 今回の実験は、情報メディア教育研究センターの研究プ
ロジェクトの１つであり、他の所員の方々の協力なしには
達成できなかった。ここに、改めて謝意を表します。 
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